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は存在 しない。今,必 要なものは 「学習の仕方」






　彼は,教 育の目的を端的に 「自分 自身を教育
しうる人間を育てること」あるいは 「自分 自身
を教える能力」 としている。この概念 は 「自分
で学ぼうと努めること」であ り学ぶに値する課





現指導要領にある 「生 きる力」に通 じるもので
ある。















　美 しいものや自然に感動する心 といった柔 ら
かい感性成。よい行いに感銘 し,間 違 った行い
を憎む といった正義感や公正さを重んじる心,







　 この ような力が融合 し,一 つの人格 として形









　(1)自 ら課題を見つけ,自 ら学び,自 ら考え,
　　主体的に判断 し,よ りよく問題を解決する
　　資質や能力を育てること。
　(2)学 び方や ものの考え方を身に付け,問 題
　　の解決や探求活動に主体的,創 造的に取 り
　　組む態度 を育て,自 己の生 き方を考 えるこ
　　 とができるようにすること。
　 まさに,こ の総合的な学習の時間は 「生きる








　 ・ゆとりの見直 し78%賛 成
　 ・学校5日 制62%反 対








　 また,「 総合的な学習の時間」が各学校 の主
体的な取 り組み とされ,そ の内容に関しても各
学校の主体性に任 されていることか ら,教 員に
とって扱いにくい教科 とされている。







の生 きる力 をはかる概念 を検証するため,IRK
尺度(後 述)・ 形成的評価 により客観的に子 ど



































価 を実施 した。これは体育の形成的評価 を基に
して項目を総合的学習の時間に合わせて再構成
したものである。




　上記の3要 因(14項 目)に よって生きる力を
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客観的に評価する尺度である。その内容につい
ては次のように述べ られている。
　 「橘直隆ら(筑 波大学Cら は,よ り具体的で
現実的な指標(こ とば)と して生きる力をとら
え,そ れらの構成概念を明 らかにし,プ ログラ
ムや指導法の効果分析や評価研究に活用できる
評価質問紙 を開発 した。(日 本野外活動教育学
会 ・野外教育研究　第4巻 題2号 「生 きる力を
構成する指標」2001年3月)多 くの学校教育者
と野外教育者か ら 「生きる力を表す具体的で現






じめ勤勉」「思いや り」の4つ の要因か らなる
『徳育的能力』,「日常的行動力」「身体的耐性」
「野外技術 ・生活」の3つ の要因か らなる 『身
体 的能力』の3つ の能力 として と らえる ことが
で き,生 きる力の測 定尺度 「IKR(lkiruchikara)
評 定用紙 」が 完成 した。」
































　観察対象 とした授業 は,大 阪府　 Y小 学校
(以下Y小 学校 とする)で 行われた2006年 度5
年生(男 子17名 ・女子12名 　計29名)を 対象に
2月 か ら3月 にかけて行われた授業を対象 とし
たものである。
2.教 材 につ いて
　 3オ ン3の バ スケ ッ トボール を主教 材 と した。
コー トはバ スケ ッ トコー トの半面 を使 っ た。 プ
レーヤー は3人 。随時,チ ームの作戦 に応 じて
メ ンバーチ ェ ンジを行 ってゲー ムを進 めた。
3.単 元計画について
　指導時間は全7時 間として計画 した。前半2







り判断することにした。 また,授 業で感 じとっ








　　 開発 した形成的評価への回答を求め,そ の
　　結果 を長谷川ら(1995)が 開発 した診断基
　　準を用いて5段 階評価を行った。











2007)の 研究により,集 団の凝集性 のポイン ト
はリーダー性のある子 どもを集団の中に位置づ








　 しかし,タ スクゲームの導入の3時 間目を除
いてタスクゲームは受け入れ られ,5時 間目に
は得点が向上 している。






がわかって楽 しかった」 とい う感想が見 られた
ことか らもわかる。
②診断的評価 と総括的評価




おいて向上 している。この ことか らもタスク
ゲームを用いたボールゲームの学習計画は,意
義のあるものであったことが分かる。


















































　表4は5年 生の体育学習における授業前 ・後　　点が高 く,授 業後においても高得点を示してい
における体育の 自己評価である。授業前よ り得　　る。よって,こ のクラスはとして,ま とまって
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お り研究の対象として適切であると考えられる。
　表4は 成果 と総合評価が有意になってお り,
向上 したことを示 している。他の項 目について
も有意な差は見られないが得点は高い値を示 し
ている。この形成的評価から判断 しても体育の








































　観察対象 とした授業 は,大 阪府　Y小 学校
(以下Y小 学校 とす る)で 行われた2006年 度5
年生(男 子ユ7名・女子12名 　計29名)を 対象に






6年 合同で実施 されたものである。(5年29名 ・
6年20名 　合計49名)
　 シーカヤック ・アチェリー ・キャンプファイ
ヤー ・炊飯 と協力 して行う活動が多 く取 り入れ
られてお り,低 学年 より仲もよく,少 人数のた
めまとまりがあ り,順 調 にプログラムを消化 し
てい くことが出来た。 また,カ ウンセラーも協
力 して自主的に活動できるよう支援 をしていた
だき,子 ども達は生 き生きと活動 していた。
8.lRK尺 度による検討
　各領域(心 理的社会的能力 ・徳育的能力 ・身
体的能力)と も検定の結果,有 意差が認められ
た。本来,野 外活動に適 した尺度であ り,項 目
もその活動 に応 じて構成されているため,子 ど
も達にとって回答 しやすいものになっている。





　IRK尺 度については,3領 域 にわたって体育
科がすべての領域について総合的な学習の時間
を上回った得点を示 している。











同じく仲間との関わ りが大 きく作用 しているこ







2.33か ら2.54と 差がみ られる。外面的な刺激に












　ただし,こ こで取 り上げた野外活動体験 は寝
食をともにした全生活を通しての活動であるが,
短期間のため十分に効果が現れない と考えられ
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児 童 集 合
出発(1便)





生 活 班 で 散 策
ファイヤ ーの練 習
タ食















人数 確 認 ・健 康観 察
〈班長 〉　　 (担 任)
出発 の あ い さつ
人数 確 認 ・健 康観 察
く班長 〉　　 (担 任)
出発 の あ い さつ
班 ご とに 整列 〈班 長〉
司会
1.は じめ の言 葉
2.キ ャ ンプ長 の話
3.先 生 の 紹介
4.実 行 委 員会 の 紹介
5.目 標 の 確認
6.日 程 の 説 明一諸 注意
7.お わ りの言 葉
?ー?〉?????ーー
各就 寝 班 での 荷 物整 理 ・寝 具確 認
キ ャ ン プ場の 様 子 を知 る












































各 自、 トイ レ ・荷物 な ど身 の 回 りの整 理
班 ご と に 整 列 〈班 長 〉
司 会
1.朝 の あ い さ つ
2.健 康 観 察
3.キ ャ ン プ 長 の 話
4.体 操
5.日 程 の 説 明
6.日 程 の 説 明 一諸 注 意




地 図 を見 て ポ イ ン トを探 して歩 く。3分 おき にで4
食 堂 で食 べ る
日程 の説 明
グル ー プ ご とに分 か れて 乗 る
体 操 服 で乗 る
準 備 と 配 給 水 筒 ・軍 手 ・新 聞 紙 ・ フ キ ン
マ キ(　 　 　 )備 品(　 　 )お 茶(　 　 )食 材(　 　 )
出来 上 が った班 か ら食べ る
就 寝 班 ごと











































































,と で　 　くで る





















































60.とて 　い ガ して 　 で る
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資料⑥
lRK尺 度 各領域別集約
事前 体育最終 t値 事後 t値
沁理的社会的能力 2.3576354682.5241379314.49557E-122.4600985226.29989E-05
徳育的能力 2.4810344832.6172413791.37073E-072.5724137930.000819618
身体的能力 2.3080459772.427586207.0009052872.3724137930.055932664
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